
プロジェクトの概要
本事業は、「養殖DXの推進により、若者が集

まり活気づく海と生きる地域社会の実現」をビジョ
ンに掲げ、ブリ養殖を柱とした新たな養殖産業を
長崎の地から創出し、それによって雇用が生まれ
、若者が定着し活気づく地域の構築を目指す。
ブリ養殖の技術を高度化し、海外への「JAPAN
鰤」販売も視野に入れた生産販売体制を整える
ためには、最新の水産学、海洋工学、社会科
学からの総合知を導入した分野横断的イノベー
ションが必要である。「作業を変える」、「育て方を
変える」、「働き方を変える」の３つの視点から養
殖業の産業化を推し進め、日本人の魚食の回
復と世界中の人々の健康に貢献する持続的水
産食料生産の拠点を長崎に形成する。

拠点名称：「ながさきBLUEエコノミー」海の食料生産を持続させる養殖業産業化共創拠点
征矢野 清
長崎大学 海洋未来イノベーション機構 機構長・教授プロジェクトリーダー長崎大学代表機関

協和機電工業(株)幹事機関長崎県幹事自治体
長崎総合科学大学、高知大学、活水女子大学、東京海洋大学、北海道大学、琉球大学
長崎市、日東製網(株)、(株)島津製作所、京セラ(株)、KDDI(株)、(株)ジャパンアクアテック、(株)極洋、
(株)シーエーシー、福伸電機(株)、東京産業(株)、古野電気(株)、フィード・ワン(株)、(株)十八親和銀行、
東京海上日動火災保険(株)

参画機関

共創の場形成支援プログラム 【地域共創分野】
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拠点名称：「ながさきBLUEエコノミー」海の食料生産を持続させる養殖業産業化共創拠点
代表機関：長崎大学
プロジェクトリーダー：征矢野 清(長崎大学海洋未来イノベーション機構長／教授)

年度研究開発課題1「高度管理型養殖システムの開発」の目標

2026沖合養殖システムの沿岸域での実証中間目標１

2030沖合養殖の沖合実証システムの最適化中間目標２

2028海中作業ロボットの実用化中間目標３

2027養殖クラウドマネジメントセンター起業中間目標４

2031沖合養殖システム構築と最適化PoC達成目標

研究開発課題2「環境保全型養殖技術の開発」の目標

2027種苗生産技術開発（ホルモンフリー採卵技術）中間目標１

2027ブリ人工種苗センター始動中間目標２

2028沿岸小型生簀を用いた飼育実証試験中間目標３

2030新たな疾病予防法の実装中間目標４

2028ブリ専用飼料供給（低魚粉飼料を含む）中間目標５

2026新たな効果的給餌方法確立（AI利用給餌を含む）中間目標６

2030A5ランクブリの生産PoC達成目標１

2031人工種苗を用いた高度生産体制の構築PoC達成目標２
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年度研究開発課題3「経営構造の改革と水産業活性化の推進」の目標

2026地域課題の抽出／離島および漁村の活性化（ビジネスモデル策定）中間目標１

2029産地マルシェ設置（地産地消/新たな販売コンセプト導入）中間目標２

2027海外戦略策定中間目標３

2032JAPAN鰤海外販売中間目標４

2030地産地消/新たな販売コンセプト導入/ブリ販売体制の構築PoC達成目標

研究開発課題4「次世代の水産業を担う人材育成」の目標

2027人材育成プログラムの基盤および体制整備中間目標１

2028人材育成プログラム策定中間目標２

2032人材育成プログラム運用中間目標３

2032水産海洋プログラムへの受講生10名/年受け入れPoC達成目標

2032JAPAN鰤の海外販売拡大と養殖魚の国内消費拡大による地域の活性化最終目標
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PoC
達成目標

JAPAN鰤
沖合養殖
実証システ
ム最適化

最終年度
2032

9年目
2031

8年目
2030

7年目
2029

6年目
2028

5年目
2027

4年目
2026

3年目
2025

2年目
2024

1年目
2023研究開発課題

1.高度管理
型養殖シス
テムの開発

2.環境保全
型養殖技術
の開発

中間
目標１

中間
目標３

中間
目標２

中間
目標１

沿岸域小型浮沈生簀を用いた実証試験 ・沖合型大型浮沈生簀を用いた実証試験
・水中光通信耐久試験

② AUV設計と試作／連携試験

クラウドマネジメントサービス：設計とシステム構築等

洋上独立電源の運用試験

システム運用試験（広域）

種苗生産技術開発（ホルモンフリー採卵技術）

ブリ人工樹苗生産センター（生産構想検討/ｾﾝﾀｰ整備）

③疾病予防・対策技術（環境DNAデータ収集と定量）

給餌方法の開発（成長生理応答試験）

中間
目標２

健康診断法の確立/ｴｸｿｿｰﾑ免疫賦活

人工種苗を用いたブリ養殖開始
・種苗の生産と販売/沖合養殖開始

中間
目標４

中間
目標５

中間
目標６

AI給餌機実証/A5ランクブリの生産 PoC
A5ランクブリ

■
最
終
目
標
■

ジ
ャ
パ
ン
鰤
の
海
外
販
売
と
養
殖
魚
の
国
内
消
費

拡
大
・
地
域
活
性
化

ブリ専用飼料の開発（低魚粉飼料/ﾊﾞｲｵﾏｽ飼料）

改
良
と
最
適
化

改
良
と
最
適
化

養殖場の見える化技術開発１
水中光通信／独立電源／簡易型ROV

中間
目標４

PoC
達成目標

JAPAN鰤
沖合養殖
実証システ
ム最適化

生産開始
ブリ専用飼料の実用化
試験

沿岸小型生簀を用いた飼育実証試験
中間

目標３
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拠点名称：「ながさきBLUEエコノミー」海の食料生産を持続させる養殖業産業化共創拠点
代表機関：長崎大学
プロジェクトリーダー：征矢野 清(長崎大学海洋未来イノベーション機構長／教授)



最終年度
2032

9年目
2031

8年目
2030

7年目
2029

6年目
2028

5年目
2027

4年目
2026

3年目
2025

2年目
2024

1年目
2023研究開発課題

3.経営構造
の改革と
水産業活性
化の推進

4.水産業の
次世代を担
う若者の育
成

中間
目標3

離島/漁村の活性化
・生産者型ビジネスモデル策定/販売者型ビジネス
モデル策定/加工流通型ビジネスモデル策定

・ビジネスモデルの運用と持続性検証

新規商材開発（国内向け）

中間
目標１

海外戦略
・市場調査/輸出戦略検討/戦略策定

人材育成:基
盤整備

産学官による人材育成体制の
整備

新たな人材育成カリキュラムの策定

人材育成プログラムの試行～運用開始～継続実施

中核施設整備
・ステークホルダーとの意見交換/水産物関連イベント協力 → マルシェ設置合意形成

・実店舗（長崎
マルシェ）運用

地域課題の抽出と課題設定
■
最
終
目
標
■

ジ
ャ
パ
ン
鰤
の
海
外
販
売
と
養
殖
魚

の
国
内
消
費
拡
大
・
地
域
活
性
化

中間
目標１

PoC
達成目標

地産地消/
販売コンセ

プト
ブリ販売体
制の構築

中間
目標２

中間
目標４

・ブリ海外販売調査

中間
目標２

PoC
達成目標

水産海洋プ
ログラム受講
生10名/年

中間
目標３

新規商材開発（海外向）

■
最
終
目
標
■

養
殖

を
柱
と
し
た
地
域
産
業

に
携
わ
る
若
者
の
輩
出
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